旭区民ソフトバレーボール交流会「新型コロナウイルス感染対策ガイドライン」
　参考資料：新型コロナウイルス対策に関するスポーツ庁、日本スポーツ協会、神奈川県、
横浜市、（公財）日本バレーボール協会　各ガイドライン

1 大会参加者（チーム・個人）の方へ 

※ チームが使用したホイッスルや手指の消毒用液、ゴミ袋、ペーパータオル等必要備品を持参すること。 

※ 電子ホイッスルを使用するので、購入しておくこと。 

2 受付時 （体育室外で受付） 

※ 代表者は事前提出の申込書と異なる者は変更届を出すこと。
※ ソーシャルディスタンスを守る。
 3 開会式
 ※ チームはソーシャルディスタンスを保てるよう間隔を空ける。
 4 試合中（チーム）
 ※ 試合中、キャプテントスも含めて握手はしない。感謝を込めて審判員とチーム全員で礼をする。
 ※ コート内のプレーヤー以外は全員マスクを着用。コート内のプレーヤーが個人的にマスク着用を
 求めた場合、これを認める。またコート内の相手チームにマスク着用を強要できない。
※ インプレー中の選手の動きには制限を設けないが、過度に大声で指示したり選手同士接触しない
よう気を付ける。
 ※ マスク着用のプレーヤーは試合途中でマスクを外したときはマスクをしっかりと管理すること。
 ※ チームはタイムアウト時も含めて2ｍ程度の距離を持って話し、円陣は組まない。 
※ 大きな声で注意、声援をしない。選手同士のタッチもしない。
 ※ スポーツドリンク、タオルは各自接触しないよう注意すること。個人専用の袋が望ましい。
 ※ 試合を終了したチームは、しっかりと除菌または手洗いを行い次のゲーム又は審判に備える 
5 （審判員） 
※ マスクをする。
 ※ 防塵めがねかフェイスシールドは、これを認める。
 ※ 電子ホイッスルを使用する。 ハンドシグナルは電子ホイッスルを持った状態で特に定めない。
※ 使い捨てポリ手袋を使用する、又は試合終了後しっかりと手洗いをする。 
※ 審判員の触れた部分（ポール、ネット白帯等）は、セット間、タイムアウト時に消毒する。 
 ※ 感染予防のため、ラインジャッジはフラッグを使用せず、手でジャッジする。
 ※ 主審は明らかに感染対策に違反する行為があれば、キャプテンを呼んで注意することができる。
 ※ 記録用紙は結果記入後、本部に提出する。
 ※掲示得点板（点示員）は使い捨てポリ手袋を使用する。手汗等ポリ手袋が不都合な時はスプレー消毒を行う。
 ※ 各コートの試合ボールはセット間、タイムアウト時等副審で消毒する。 
6 大会退出時 
※ 絶対に忘れ物（飲み物・衣類等）をしない。忘れ物は原則として本部で廃棄する。 
以上　
